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不在のためマイナンバー通知カードを自宅で受け取れなかった方へ

　11月中旬から住民票の登録地に、ご自身のマ
イナンバーが記載された「通知カード」を簡易書留

（転送不要）で送付しました。事情により受け取る
ことができなかった方は、住民課窓口（役場行政
棟１階）で受け取ることができますので、お早め
にお越しください。なお、同一世帯であれば、世
帯主以外の方でも受け取り可能です。

【日時】

　月曜日から金曜日まで（祝日を除く）の午前８時
30分～午後５時15分 ※第１･３木曜日のみ午後

７時までとなります。
【持参するもの】

　窓口に来る方の本人確認書類 ※運転免許証や
パスポートなど写真付きの公的証明書（いずれか
１点）、または健康保険証･年金手帳･通帳など（い
ずれか２点）が必要となります。

【問い合わせ】

　住民課住民担当（☎282-1711 内
線1125）
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